Farewell Address by 金子 洋之
献 呈 の 辞
暑い夏と寒い冬のコントラストが肌身に厳しく感じられた一年でし
たが，その冬も終わり，ようやく春めいた気候になってまいりました。
本年は，来年度の学士課程の改革を前に，大学全体があわただしい雰
囲気につつまれ，しかしその中で，新学長の誕生など，専修大学の新
たな一歩がひそかに踏み出された一年であったのかもしれません。さ
て，そのような雰囲気の中，ふたたび年度の終わりを迎え，退職する
先生をお送りする季節がやってまいりました。
専修大学文学部では，２０１４年３月末日をもって，日本文学文化学科
の小山利彦教授，環境地理学科の米田巌教授の二先生が，定年を迎え
られ，退職することになりました。
小山利彦教授は，國學院大學文学部を卒業後，同大学大学院文学研
究科博士課程に進まれました。その後，昭和女子大学国文学科の講
師・助教授を経て，１９７９年本学文学部に助教授として入職されました。
１９８３年からは教授を務められ，本学着任以来，３１年間にわたって研
究・教育にあたってこられました。
小山先生の研究は，源氏物語を中心とする中古文学であり，『源氏
物語』を中心とする王朝文学のご業績には膨大なものがあります。ま
た，その業績は，著書・学術論文にとどまらず，CD-ROMやアーカイ
ヴの制作などにも拡がっており，新しいメディアにも深い関心を抱い
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てこられました。先生は，現在も活発に執筆を続けておられるととも
に，退職されるぎりぎりまで専修大学人文科学研究所の所長を務めら
れました。教育面では，学生・大学院生たちにとって大変面倒見のよ
い先生であるとうかがっております。
米田巌教授は，青森県庁に勤められた後，東京大学大学院理学系研
究科地理学専門課程の大学院および同大学助手を経て，１９７８年からは
広島大学総合科学部において講師・助教授・主任教授を務めら
れ，１９９７年より本学に着任されました。以来，１７年にわたって，研
究・教育にあたってこられました。
地理学には，系統地理学と地誌学の流れがあるそうですが，米田先
生は地誌学，特に動態地誌学を専門分野にされています。フィールド
は，インドの農村が研究対象で，広島大学でその分野を確立されまし
た。本学に移られてからは，特にマージナルの視点から，ヨーロッパ
の周辺地域であるアイルランドやスコットランドに関心を移され，動
態地誌学の一層の確立を志向されてこられました。
本年度をもって退職されるお二人の先生のご経歴とご業績を簡単に
紹介させていただきました。長年にわたって，研究と教育に邁進され
てきた先生方にあらためて敬意を表したいと思います。二先生の今後
の益々のご発展とご健勝を祈念して献呈の辞とさせていただきます。
平成２６年３月
専修大学文学部長 金 子 洋 之
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